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平成 28 年 6 月 13 日  

 

 

兵庫県知事  井 戸  敏 三  様 

 

環境影響評価審査会 

会長  服 部  保 

 

 

 

姫路天然ガス発電株式会社（仮称）姫路天然ガス発電所新設計画に係る 

計画段階環境配慮書の審査について（答申） 

 

 

 平成 28 年 4 月 21 日付け諮問第９号で諮問のあった標記のことについて、下記のとおり

答申します。 
 

記 

 

標記事業の計画段階環境配慮書について、環境の保全の観点から審査を行った。 
本事業は、大阪ガス株式会社（以下「大阪ガス」という。）及び出光興産株式会社（以下

「出光興産」という。）両社の出資により設立された姫路天然ガス発電会社が、大阪ガス姫

路製造所に近接する出光興産所有の製油所跡地の敷地に、新たに出力約 180 万 kW の天然

ガス火力発電所を建設する計画であり、高効率なガスタービン・コンバインドサイクル方

式を採用し、環境負荷が小さい発電事業を実現するとしている。 
しかしながら、本事業は大規模な火力発電所を新設するものであり、工事の実施及び施

設の供用にあたって、地域環境に影響を及ぼす可能性がある。 
このことから、事業計画の決定及び環境影響評価の実施にあたっては、選定した計画段

階配慮事項への配慮はもとより、以下の事項について留意した上で、環境への影響を回避・

低減する必要がある。 
 
１ 全体的事項 
(１) 事業計画の決定にあたっては、選定した計画段階配慮事項だけでなく、影響が

懸念される騒音、水温を含む水質、温室効果ガス等の環境要素にも配慮し、計画

決定過程で配慮した結果が分かるよう、環境影響評価方法書（以下「方法書」と

いう。）に記載すること。 
(２) 計画段階配慮事項に係る総合評価において、煙突高さの複数案について総合的

に検討を行うとされているが、その検討過程や決定理由について、客観的に分か

るよう方法書以降の図書に記載すること。 
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(３) 環境影響評価の実施にあたっては、各環境要素に対する影響について改めて検

討し、環境影響評価項目を選定するとともに、適切な調査・予測及び評価の実施

及び具体的な環境保全措置の検討を行うこと。 
(４) 災害、事故による生活環境への悪影響が生じないよう災害対策等に配慮すること。 
 

２ 個別的事項 
(１) 大気環境 

ア 施設の供用に伴う排ガスについて、事業実施想定区域周辺は光化学オキシダン

ト及び微小粒子状物質が環境基準を達成していないことから、これらの原因物質

となる窒素酸化物の影響の最小化を図るため、最良な低 NOx 燃焼器及びばい煙

処理施設を導入するとともに、近隣に住居が存在することから、気象条件による

短期的な影響にも配慮して事業計画の決定を行い、これらの効果を考慮した上で

環境影響評価を実施すること。 
イ 施設の供用に伴う騒音及び振動について、発生源対策に配慮し、環境影響評価

の実施にあたっては、関係する地域内において地点選定等を適切に実施すること。

また、低周波音についても、あわせて環境影響評価を実施すること。 
ウ 工事用資材等の搬出入に伴う車両運行について、住宅地等の通過が想定される

ことから、大気質、騒音及び振動の影響を低減するよう配慮すること。 
 

(２) 水環境 
ア 復水器の冷却は冷却塔による淡水循環冷却方式を採用し、海水冷却方式とは異

なり多量の温排水が発生しない予定であるが、冷却塔ブロー水の水温や水質によ

る環境影響が懸念されることから、排水の水温管理など影響を低減するよう検討

して事業計画を決定するとともに、淡水循環冷却方式の検討過程及び決定理由並

びに排水の水温や水質の諸元を方法書に記載すること。 
イ 施設の供用に伴う水質について、事業実施想定区域周辺海域で COD が環境基

準値を超過している地点があることから、最良な排水処理施設を導入し、その効

果を考慮した上で環境影響評価を実施すること。 
 

 (３) 廃棄物等 
 建設工事の実施に伴い発生する廃棄物について、関係法令等を遵守し、適切な撤

去工事の実施及び再生利用を含む適正処理に配慮すること。 
 

 (４) 動物・植物・生態系 
ア 事業実施想定区域周辺海域では漁船漁業や養殖業が営まれていることから、貴

重な生物種だけでなく、漁獲・採補対象生物、養殖対象種となる藻類や貝類等及

びそれらの餌生物等の生息環境を含む生態系や育成環境への排水（水温を含む）

の影響について、可能な限り低減するよう配慮し、適切に環境影響評価を実施す

ること。 
イ 事業実施想定区域の現在の状況に適応した動植物が生息・生育している可能性

も高いことから、近隣で実施された調査結果等も踏まえた配慮を行うとともに、

外来生物を含めた環境影響評価を実施すること。 
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 (５) 温室効果ガス等 

ア 施設の供用に伴う二酸化炭素の排出について、発電電力量あたりの二酸化炭素

排出量及び二酸化炭素総排出量を方法書に記載すること。 
イ 事業計画の決定にあたっては最良の発電技術を導入し、施設の供用に伴う二酸

化炭素総排出量を最小限に低減すること。また、県内排出量の増加分に対する削

減方策について発電技術以外の対策も含め定量的に明らかにし、方法書以降に記

載すること。 
ウ 二酸化炭素総排出量をより低減するため、地域での具体的な削減対策も検討す

ること。 
 

 (６) その他 
ア 建設工事の実施に伴い、汚染土壌による環境影響が懸念される場合は、適切に

環境影響評価を実施すること。 
イ 冷却塔において白煙（水蒸気）の発生が懸念されることから、この点に配慮し

て事業計画を決定するとともに、方法書以降の図書にその影響について記載し、

必要に応じ環境影響評価を実施すること。 
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（参考） 

 

１ 審議経過 

年 月 日 審 議 審 議 事 項 

平成 28 年 4 月 21 日 総会 

 

○配慮書の審査について諮問 

○配慮書について審議 

平成 28 年 5 月 31 日 部会 ○配慮書について審議 

 （部会報告案について） 

平成 28 年 6 月 13 日 答申 ○配慮書の審査について答申 

 

２ 環境影響評価審査会 委員（五十音順） 

 遠藤 知二 

○大迫 義人 

 小谷 通泰 

 上甫木 昭春 

 川井 浩史 

 近藤 明  

○澤木 昌典 

○島    正之  （姫路天然ガス発電所部会長） 

 菅原 正孝 

○住友 聰一 

○田中 みさ子 

 中野 加都子 

 西田 修三   

○西村 多嘉子 

 服部 保   （会長） 

 花田 眞理子 

 藤川 陽子 

 別府 庸子 

 増沢 陽子 

○益田 晴恵 

 三橋 弘宗 

 山下 淳   （副会長） 

 横山 真弓 

 

     ○印は、姫路天然ガス発電所部会委員 


